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被　　服

天然染料染色布上C）媒染斉り量こにつし･ヽて－n
　　　黒染め、赤染め絹布上のFe、Al、Sn量について

　　　喪藤　麻衣子、脊藤　昌子*(共立女大・院、ｗ共立女大)

[目的1天然染料染色布には多くの場合色素と繊維を結合させるための媒染剤が用いられており、

媒染剤によって染色布の色相が異なり劣化や変退色へも大きく関与する｡前報1)では天然色素

で染色した絹布と綿布上のAlとFe、Sn媒染剤量について調べ､素材による違い､精練の有無に

よる影響について明らかにした｡本研究では染色家による黒染め､赤染め絹布上の媒染剤量につ

いて調べ､染料､織組織､洗浄処理との関係を明らかにした。

[方法1試料には染色家によって染められた黒染め絹布(染料:ロックウッド､クヌギ、ミズキ､ゴバ

イシ､ザクロとビンロウジュ､ヤマモモ)と赤染め絹布(染料:コチ二－ル､インド茜､ラック)を用

いた｡測定にはicF法と蛍光Ｘ線法を用いた｡ＩＣＰ法ではキェルダール法で試料O.lgを溶解し、

多元素シーケンシャル型ICP発光分光分析装置(SEIKO SPS･1500VR)でAl:396nm､Fe:260nm、

Sn:190mnにおける標準溶液とのピーク比から媒染剤量を算出した｡蛍光Ｘ線法では50inmφ

の試料布を蛍光Ｘ線装置(Rigaku RIX2 100)を用いて真空条件でＸ線強度を測定した。

　[結果]織組織(パレス､縮緬､紬)の異なる６種の黒染め絹布上のFe量は1.4～4.3mg/布Igで、

布の織組織による違いよりも染料による差の方が大き＜、付着量はミズキ､ゴバイシ＞ヤマモモ

＞ザクロとビンロウジュ、クヌギ＞ロックウッドの順で多い｡赤染め絹布上のAl量は1.1～

2.7mg/布Igで､インド茜がコチ二－ル､ラックの2.4倍であった｡コチニール染色布上のSn量

は､石油系溶剤又は陰イオン､非イオン界面活性剤水溶液での洗浄によっても変化はみられなか

った。　　　　注1) 脊藤麻衣子. 賓藤昌子、日本家政学会第51回大会研究発表要旨集, p.224 (1999)

2Lp-6　　分散染料によるナイロン６繊維の染色と微細構造に及ぼす

　　　　　　染料分子のサイズ効果について

　　　　　　　　　共立女大　○桂木奈巳、酒井哲也、放送大　酒井豊子

　繊維材料の染色処理は、繊維の強伸度曲線やガラス転移点などに無視できない程度の

変化をもたらすが、筆者らは、それが繊維の微細構造の変化に基づくものと解釈して、

一連の報告を行ってきた。昨年の家政学会年次大会において、高温染色や分子サイズの

相異する染料による染色などの効果を検討し、発表した。しかし、一部の結果に十分な

整合性が得られず、サイズ効果についての最終的結論に違することができなかった。

　筆者らは、その後に追加あるいは繰り返し実験を行ったが、それらの結果を昨年の結

果と総合して、サイズ効果の議諭を深めるよう試みた。

　現在までの検討では、染色過程においては、温度の効果を含めて水分子による繊維分

子の活性化が微細構造再形成の主要な役割を担い、染料分子は必ずしも繊維分子の運動

を活性化するのではなく、分子サイズが大きい場合には、むしろ、繊維分子の運動を妨

げる方向に働くのではないかと推論された。つまり、繊維分子の運動単位より大きいサ

イズの染料分子は相対的に緩慢な運動を行い、結果として、周辺に繊維分子を停滞させ

るように働くものと思われる。
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